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(57)【要約】
　本発明の一態様は、セルラー式移動無線通信システム
におけるセルラー間転送を改良する方法であって、この
方法は、移動無線通信ネットワーク要素が、他の移動無
線通信ネットワーク要素に、１ユーザあたりの複数の同
時サービスがサポートされている第１のセルから１ユー
ザあたりの複数の同時サービスがサポートされていない
第２のセルへのセルラー間転送のために、サービスの同
時性を示す少なくとも１つの情報項目を送信する、少な
くとも１つのステップを含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラー式移動無線通信システムにおけるセルラー間転送を改良する方法であって、移
動無線通信ネットワーク要素が、他の移動無線通信ネットワーク要素に、１ユーザあたり
の複数の同時サービスがサポートされている第１のセルから１ユーザあたりの複数の同時
サービスがサポートされていない第２のセルへのセルラー間転送のために、サービスの同
時性を示す少なくとも１つの情報項目を送信する、少なくとも１つのステップを含む方法
。
【請求項２】
　ＵＭＴＳタイプ、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートするＧＳＭ／ＧＰＲ
Ｓタイプのそれぞれの第１のセルの場合、前記第１のセルを担当する無線接続ネットワー
ク要素が、前記第１のセルを担当するコア・ネットワーク要素に、ＲＡＮＡＰプロトコル
で定義される「再配置要請」タイプのメッセージ、ＢＳＳＭＡＰプロトコルで定義される
「ハンドオーバー要請」タイプのメッセージのそれぞれで、サービスの同時性を示す情報
項目を含む情報要素を送信する少なくとも１つのステップを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記情報要素は、「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに、または前記コア・ネット
ワークに透過である方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を転送する任意の他のコンテナに
対応する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ＧＳＭタイプの第２のセルの場合、前記第２のセルを担当するコア・ネットワーク要素
が、前記第２のセルを担当する無線接続ネットワーク要素に、ＢＳＳＭＡＰプロトコルで
定義される「ハンドオーバー要求」タイプのメッセージで、サービスの同時性を示す情報
項目を含む情報要素を送信する少なくとも１つのステップを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記情報要素は、前記「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに対応する、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　サービスの同時性を示す前記情報項目は、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポ
ートするセルへの起こりうる転送を後に決定するために、前記第２のセルを担当する無線
接続ネットワーク要素で用いられる、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法を実装する手段を含む、移動無線通信ネッ
トワークのための無線接続ネットワーク要素。
【請求項８】
　コア・ネットワーク要素に、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできる第
１のセルから１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできない第２のセルへのセ
ルラー間転送のために、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目を送信する手
段を含む、移動無線通信ネットワークの無線接続ネットワーク要素。
【請求項９】
　コア・ネットワーク要素に、前記ＲＡＮＡＰプロトコルで定義される「再配置要請」タ
イプのメッセージ、前記ＢＳＳＭＡＰプロトコルで定義される「ハンドオーバー要請」タ
イプのメッセージのそれぞれで、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目を送
信する手段を含む、請求項８に記載の無線接続ネットワーク要素。
【請求項１０】
　前記情報項目は、前記「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに、または前記コア・ネ
ットワークに透過である方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を転送する任意の他のコンテ
ナに対応する情報要素で送信される、請求項９に記載の要素。
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【請求項１１】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法を実装する手段を含む、移動無線通信ネッ
トワークのためのコア・ネットワーク要素。
【請求項１２】
　無線接続ネットワーク要素に、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできる
第１のセルから１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできない第２のセルへの
セルラー間転送のために、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目を送信する
手段を含む、移動無線通信ネットワークのコア・ネットワーク要素。
【請求項１３】
　無線接続ネットワーク要素に、前記ＢＳＳＭＡＰプロトコルで定義される「ハンドオー
バー要求」タイプのメッセージで、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目を
送信する手段を含む、請求項１２に記載の要素。
【請求項１４】
　前記情報項目は、前記「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに、または前記コア・ネ
ットワークに透過である方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を転送する任意の他のコンテ
ナに対応する情報要素で送信される、請求項１３に記載の要素。
【請求項１５】
　１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできる第１のセルから１ユーザあたり
の複数の同時サービスをサポートできない第２のセルへのセルラー間転送のために、コア
・ネットワーク要素から受信された、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目
を処理し、それにより１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできるセルへの起
こりうるセルラー間転送を後に決定する手段を含む、移動無線通信ネットワークの無線接
続ネットワーク要素。
【請求項１６】
　請求項７乃至１５のいずれか１項に記載の少なくとも１つの移動無線通信ネットワーク
要素を含む、移動無線通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に移動無線通信システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に言えば、移動無線通信システムは、規格の対象になっており、詳細については
、対応する標準化組織により公開されている対応する規格を参照できる。
【０００３】
　このようなシステムの一般的な構成を、図１を参照して簡単に説明する。このようなシ
ステムは、移動無線通信ネットワーク１を含み、この移動無線通信ネットワーク１は、移
動端末２および外部ネットワーク（特に図示しない）と通信する。ネットワーク１自体は
、ネットワークと移動端末の間の無線インタフェースでの送信および無線リソースの管理
を主に担当する無線接続ネットワーク（ＲＡＮ：Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）３、ならびにルーティングおよび通話の管理を主に担当するコア・ネットワーク（
ＣＮ：Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）４を含む。
【０００４】
　要件および技術における変化が、概して異なる種類の無線接続技術および／または無線
接続ネットワークの間の違いをもたらす。列挙できる無線接続技術および／または無線接
続ネットワークの例には、ＴＤＭＡ（時分割多元接続（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、Ｗ－ＣＤＭＡ（広帯域符号分割多元接続（Ｗｉｄｅ
ｂａｎｄ－Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ（時分割同期符号多元接続（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、ＯＦＤＭ
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（直交波周波数分割多元接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））、Ｉ－ＷＬＡＮ（インターワーキング無線
ローカル接続ネットワーク（Ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ　Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ））、ＧＡＮ（汎用接続ネットワーク（Ｇｅｎｅｒｉｃ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ））、ＵＭＡ（アンライセンス移動接続（Ｕｎｌｉｃｅ
ｎｓｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ））等が含まれる。
【０００５】
　一般的に言えば、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできるか否かによっ
て、すなわち複数の無線接続ベアラ（ＲＡＢ：Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｂｅａｒｅｒ
）を並列に処理できるか否かによって、異なる種類の無線接続技術および／または無線接
続ネットワークの間に違いが起こる可能性がある。列挙できる同時サービスの例には、特
に音声サービス、データ・サービス、回線タイプのサービスおよびパケット・タイプのサ
ービスが含まれる。
【０００６】
　列挙できる１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできるシステムの例には、
特にユニバーサル移動通信システム（ＵＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔ
ｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）が含まれる。
　列挙できる１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできないシステムの例には
、特定の環境下での移動通信のためのグローバル・システム（ＧＳＭ：Ｇｌｏｂａｌ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）が含まれる。
【０００７】
　さらに、ＧＳＭ／ＧＰＲＳ（移動通信のためのグローバル・システム（Ｇｌｏｂａｌ　
Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）／汎用パケット無
線サービス（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ））などのシ
ステムの場合、特にＤＴＭ（二重転送モード（Ｄｕａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｍｏｄｅ）
）機能など、回線サービスおよびパケット・サービスを同一ユーザのために同時にサポー
トする追加機能を使用することが可能である。ユーザの端末も、サービスの同時性が動作
可能になるために、ＤＴＭ機能をサポートする必要があることが強調されるべきである。
【０００８】
　したがって、一般的に言えば、セルラー式移動無線通信システムでは、１ユーザあたり
の複数の同時サービスが（セルおよび端末が適切な追加機能および／または無線接続技術
をサポートする状況に対応して）サポートされるセルと、１ユーザあたりの複数の同時サ
ービスが（セルまたは端末が適切な追加機能および／または無線接続技術をサポートしな
い状況に対応して）サポートされないセルとの間で違いが起きる可能性がある。
　セル変更メカニズムが、概してこれらのセルラー式システムで提供されることも留意さ
れねばならない。以下で特により興味深いことは、セルラー間転送（ハンドオーバー）メ
カニズムである。
【０００９】
　さらに、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートできるセルおよび１ユーザあ
たりの複数の同時サービスをサポートできないセルを含むシステムでは、セルラー間転送
が、異なるセルの種類の間で提供されてよい。
【００１０】
　このコンテキストでは、本出願者が気付いたように、問題が起きる可能性があり、これ
らの問題は簡単にするために例を用いて説明できる。
【００１１】
　一例としてＵＭＴＳのセルからＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルへのシステム間ハンドオーバー
を考えられたい。
【００１２】
　ＧＳＭ／ＧＰＲＳタイプのシステムでは、移動端末は移動局（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓ
ｔａｔｉｏｎ）と呼ばれ、無線接続ネットワーク（ＲＡＮ）は基地局サブシステム（ＢＳ
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Ｓ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ）と呼ばれるサブシステム群で構成
され、コア・ネットワーク（ＣＮ）は、特に回線交換領域（ＣＳ領域）に対しては２Ｇ－
ＭＳＣ（第二世代移動交換局（２ｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔ
ｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ））タイプのネットワーク要素、およびパケット交換領域（Ｐ
Ｓ領域）に対しては２Ｇ－ＳＧＳＮ（第二世代サービングＧＰＲＳサポート・ノード（２
ｎｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）
）タイプのネットワーク要素を含むことを留意されたい。
【００１３】
　ＵＭＴＳタイプのシステムでは、移動端末はユーザ装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐ
ｍｅｎｔ）と呼ばれ、無線接続ネットワーク（ＲＡＮ）は、ＵＭＴＳ地上無線接続ネット
ワーク（ＵＴＲＡＮ：ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ）と呼ばれ、コア・ネットワーク（ＣＮ）は、特に回線交換領域（ＣＳ領
域）に対しては３Ｇ－ＭＳＣ（第三世代移動交換局（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍ
ｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ））タイプのネットワーク要素、および
パケット交換領域（ＰＳ領域）に対しては３Ｇ－ＳＧＳＮ（第三世代サービングＧＰＲＳ
サポート・ノード（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐ
ｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ））タイプのネットワーク要素を含むことを留意されたい。
　例えばＵＭＴＳのセルからＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルへのシステム間ハンドオーバーの主
なステップが、図２に示される。
【００１４】
　ステップ５で、ハンドオーバーの決定がＵＴＲＡＮにより行われる。
【００１５】
　次にこの方法は、とりわけ以下のステップを含んだ一組のステップ群を含む。
　－ＵＴＲＡＮによるＣＮへの「再配置要請」メッセージの送信に対応するステップ６
　－ＭＳＣによるＢＳＳへの「ハンドオーバー要求」メッセージの送信に対応するステッ
プ７
　－ＢＳＳによりターゲット・セルにリソースを割り当てることを決定するステップ８
　ＵＭＴＳなどのシステムでは、特に再配置手続きが、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ２５．４
１３に定義されるＲＡＮＡＰ（無線接続ネットワーク応用部（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ））プロトコルを用いて、通話を
担当する無線接続ネットワーク要素（サービング無線ネットワーク制御装置（ＳＲＮＣ：
Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））による適切な
コア・ネットワーク（ＣＮ）要素への「再配置要請」メッセージの送信により開始される
ことに留意されたい。
【００１６】
　図２のステップ６により図示されるように、「再配置要請」メッセージを送信する手続
きが用いられて、ＵＭＴＳから特にＧＳＭ／ＧＰＲＳなどの他のシステムへのシステム間
ハンドオーバーの実行を開始する。
【００１７】
　特にＧＳＭ／ＧＰＲＳなどのシステムでは、「外部の」ハンドオーバーの場合、すなわ
ち元のセルおよびターゲット・セルが同一の無線接続ネットワーク要素により制御されて
いないとき、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ４８．００８で定義されるＢＳＳＭＡＰ（基地局サ
ブシステム管理応用部（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍ　Ｍａｎａｇｅ
ｍｅｎｔ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔ））プロトコルを用いて、元のセルを担当
する無線接続ネットワーク要素により送信された「ハンドオーバー要請」メッセージの、
元のセルを担当するコア・ネットワーク要素による受信に続き、「ハンドオーバー要求」
メッセージが、ターゲット・セルを担当するコア・ネットワーク要素（ＭＳＣ）からター
ゲット・セルを担当する無線接続ネットワーク要素（ＢＳＳ）へ送信されることも留意さ
れたい。
【００１８】
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　図２のステップ７により示されるように、上述の「再配置要請」メッセージの受信に続
き、「ハンドオーバー要求」メッセージを送信する手続きを用いて、ＵＭＴＳなどの他の
システムからＧＳＭ／ＧＰＲＳへのシステム間ハンドオーバーを実行する。
　本出願者が気付いたように、新しい問題がこのコンテキストで起き、これは例えば以下
の用語で述べることができる。
【００１９】
　ＵＭＴＳの受信可能範囲の欠如のために、例えば、ＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルへのハンド
オーバーがＵＴＲＡＮにより決定される場合、規格の現在のバージョンでは、ユーザが同
時に複数のサービスを使用しているか、例えばユーザが回線通話および１つまたは複数の
パケット・セッションを行っているのか、または回線通話のみを行っているのかをＢＳＳ
が判定する方法がない。実際には、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ２３．００９およびＴＳ２５
．４１３によると、ＵＴＲＡＮは、回線接続のハンドオーバー（ＣＳハンドオーバー）を
開始し、ユーザが同時に１つまたは複数のパケット・セッションを行っている場合、パケ
ット・セッション（群）（ＰＳセッション）は、ＧＳＭ／ＧＰＲＳネットワークの移動端
末の主導で引き継がれる。
【００２０】
　しかし、移動端末および／またはＢＳＳがＤＴＭ機能をサポートしない場合、パケット
・セッション（群）は通常、回線通話を終了させる前に引き継がれることは不可能である
。しかし、ＵＭＴＳ受信可能範囲が再開して、次にＵＭＴＳへのハンドオーバーがＢＳＳ
により決定される場合、パケット・セッション（群）は、回線接続を終了させる前に引き
継がれることが可能である。
【００２１】
　しかし前述のとおり、規格の現在のバージョンでは、ＢＳＳは、ユーザが回線通話のみ
を行っているか、または同時に回線通話および１つまたは複数のパケット・セッションを
行っているかを認識していない。したがって、（ＵＭＴＳへのこのハンドオーバーに対し
て）ＢＳＳによりなされる決定は最適ではない。例えば、ユーザが回線通話のみを行って
いる場合、ハンドオーバーの回数を最小化するために移動端末がＧＳＭネットワークにと
どまることが好ましい可能性がある。一方、ユーザが同時に回線通話および１つまたは複
数のパケット・セッションを行っている場合、ユーザが同時に回線通話およびパケット・
セッション（群）を再開することを可能にするためにＵＭＴＳへのハンドオーバーを引き
起こすことが好ましい可能性がある。
【００２２】
　つまり、特に一例を用いて上記に説明した理由のために、規格の現在のバージョンでは
、システム間ハンドオーバーの状況は最適に処理されず、これが特にサービス品質の点で
性能の低下を招く。
【００２３】
　本出願者も気付いたように、この種の問題が、１ユーザあたりの複数の同時サービスが
サポートされる第１のセルから１ユーザあたりの複数の同時サービスがサポートされない
第２のセルへの任意のハンドオーバーに対して起こる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　本発明の詳細な目的は、上記の問題のうちのいくつかまたはすべてを解決し、および／
または上記の欠点のうちのいくつかまたはすべてを回避することである。より一般的には
、本発明の１つの目的は、このようなシステムの性能およびサービス品質を向上させるこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明の一態様は、セルラー式移動無線通信システムにおけるセルラー間転送を改良す
る方法であって、前記方法は、移動無線通信ネットワーク要素が、他の移動無線通信ネッ
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トワーク要素に、１ユーザあたりの複数の同時サービスがサポートされている第１のセル
から１ユーザあたりの複数の同時サービスがサポートされていない第２のセルへのセルラ
ー間転送のために、サービスの同時性を示す少なくとも１つの情報項目を送信する、少な
くとも１つのステップを含む。
【００２６】
　本発明の他の態様は、移動無線通信ネットワークのための無線接続ネットワーク要素で
あり、上記種類の方法を実装するための手段を含む。
【００２７】
　本発明のさらに別の態様は、移動無線通信ネットワークのためのコア・ネットワーク要
素であり、上記種類の方法を実装するための手段を含む。
【００２８】
　本発明のさらに別の態様は、前記移動無線通信ネットワーク要素のうちの少なくとも１
つを含む移動無線通信システムである。
【００２９】
　本発明の他の態様および特徴は、添付の図を参照して提示される本発明の実施形態の以
下の説明を読むと明白である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３０】
　本発明は、一例として、ＵＭＴＳのセルからＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルへのシステム間ハ
ンドオーバーの状況において、および回線タイプのサービスおよびパケット・タイプのサ
ービスに対応する同時サービスの場合において、より詳細に以下に説明される。しかし、
上記に示すように、本発明はこの種の例に限定されない。
【００３１】
　本発明による方法の一例が図３に示される。図２および図３に共通であってよい要素が
、同一の参照番号により表されている。
【００３２】
　図３で示される方法は、図２のステップ６と異なるステップ６’を含み、ステップ６’
では、情報項目、例えばユーザが回線通話のみを行っているか、または同時に回線通話ま
たは１つまたは複数のパケット・セッションを行っているかを示す「ＰＳセッション指示
」が、ＲＡＮＡＰの「再配置要請」メッセージで送信される。この情報項目は、図３のス
テップ７’で示されるようにコア・ネットワークによりＢＳＳにＢＳＳＭＡＰの「ハンド
オーバー要求」メッセージで中継される。
【００３３】
　例えば、この情報項目は、例えば「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥなどの情報要
素（ＩＥ：Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）、またはコア・ネットワークに透
過な方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を転送する任意の他のコンテナ内に含まれること
が可能である。システム間ハンドオーバーの場合、「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」Ｉ
Ｅは、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ２５．４１３で定義される「再配置要請」メッセージ内に
、および３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ４８．００８で定義される「ハンドオーバー要求」メッ
セージ内に含まれる。
【００３４】
　図３で８’を指すステップで、この場合ＢＳＳは、ＵＭＴＳの受信可能範囲がその後再
開する場合、ＵＭＴＳへのハンドオーバーに関してよりよい決定を行うことができる。
　本発明の他の態様は、本発明による方法を実装する手段を含む無線接続ネットワーク要
素である。
【００３５】
　本発明のさらに別の態様は、本発明による方法を実装する手段を含むコア・ネットワー
ク要素である。
【００３６】
　例えば、ＵＭＴＳのセルに対応する第１のセルからＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルに対応する
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第２のセルへのシステム間ハンドオーバーの場合、および回線タイプのサービスおよびパ
ケット・タイプのサービスに対応する同時サービスの状況に対しては以下になる。
【００３７】
　－ＵＭＴＳでは、第１のセルを担当する、特にＲＮＣ（無線ネットワーク制御装置（Ｒ
ａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））タイプの要素などのＵＴＲＡＮま
たは無線接続ネットワーク要素は、第１のセルを担当する、特に３Ｇ－ＭＳＣ（第三世代
移動交換局（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅ
ｎｔｅｒ））タイプの要素などのそのシステムのコア・ネットワーク要素に、ユーザが回
線通話のみを行っているか、または同時に回線通話および１つまたは複数のパケット・セ
ッションを行っているかを示す少なくとも１つの情報項目を送信する手段を含んでよい。
このような手段は、３ＧＰＰ技術仕様書ＴＳ２５．４１３に定義される「再配置要請」メ
ッセージ内で、特に「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに、またはコア・ネットワー
クに透過である方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を転送する任意の他のコンテナの情報
要素に対応するこの種のメッセージ内で、この種の情報項目を送信する手段を特に含んで
よい。
【００３８】
　例えば、１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートするようになされたＧＳＭ／
ＧＰＲＳのセルに対応する第１のセルからＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルに対応する第２のセル
へのハンドオーバーの場合、および回線タイプのサービスおよびパケット・タイプのサー
ビスに対応する同時サービスの状況に対しては以下になる。
【００３９】
　－ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムでは、第１のセルを担当する、特にＢＳＣ（基地局制御装
置（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））タイプの要素などのＢＳＳま
たは無線接続ネットワーク要素は、特に２Ｇ－ＭＳＣ（第二世代移動交換局）タイプの要
素などのこのシステムのコア・ネットワーク要素に、ユーザが回線通話のみを行っている
か、または同時に回線通話および１つまたは複数のパケット・セッションを行っているか
を示す少なくとも１つの情報項目を送信する手段を含んでよい。このような手段は、３Ｇ
ＰＰ技術仕様書ＴＳ４８．００８に定義される「ハンドオーバー要請」メッセージ内で、
特に「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報」ＩＥに対応するこの種のメッセージの情報要素内
で、この種の情報項目を送信する手段を特に含んでよい。
【００４０】
　例えば、ＵＭＴＳのセルに、または１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートす
るようになされたＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルに対応可能な第１のセルから、ＧＳＭ／ＧＰＲ
Ｓのセルに対応する第２のセルへのハンドオーバーの場合、および回線タイプのサービス
およびパケット・タイプのサービスに対応する同時サービスの状況に対しては以下になる
。
【００４１】
　－ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムでは、第２のセルを担当する、特に２Ｇ－ＭＳＣ（第二世
代移動交換局）タイプの要素などのコア・ネットワーク要素は、第２のセルを担当する、
特にＢＳＣ（基地局制御装置（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））タ
イプの要素などのＢＳＳまたは無線接続ネットワーク要素に、ユーザが回線通話のみを行
っているか、または同時に回線通話および１つまたは複数のパケット・セッションを行っ
ているかを示す少なくとも１つの情報項目を送信する手段を特に含んでよい。このような
手段は、「ハンドオーバー要求」メッセージ内で、特に「旧ＢＳＳから新ＢＳＳへの情報
」ＩＥに、またはコア・ネットワークに透過である方法でＵＴＲＡＮからＢＳＳへ情報を
転送する任意の他のコンテナに対応するこの種のメッセージの情報要素内で、このような
情報を送信する手段を特に含んでよい。
【００４２】
　例えば、ＵＭＴＳのセルに、または１ユーザあたりの複数の同時サービスをサポートす
るようになされたＧＳＭ／ＧＰＲＳのセルに対応可能な第１のセルから、ＧＳＭ／ＧＰＲ
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およびパケット・タイプのサービスに対応する同時サービスの状況に対しては以下になる
。
【００４３】
　－ＧＳＭ／ＧＰＲＳシステムでは、第２のセルを担当する、特にＢＳＣ（基地局制御装
置（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ））タイプの要素などのＢＳＳま
たは無線接続ネットワーク要素は、第２のセルを担当する、特に２Ｇ－ＭＳＣ（第二世代
移動交換局）タイプの要素などのコア・ネットワーク要素から受信された、ユーザが回線
通話のみを行っているか、または同時に回線通話および１つまたは複数のパケット・セッ
ションを行っているかを示す少なくとも１つの情報項目を処理し、それにより１ユーザあ
たりの複数の同時サービスをサポートするようになされたセルへの起こりうるハンドオー
バーを後に決定する手段を特に含んでよい。
【００４４】
　このような手段の特定の実装は、当業者にとって特に難しいものを提示しているわけで
はなく、このような手段は、上述のそれらの機能によるよりも詳細に本明細書で説明され
る必要はない。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】セルラー式移動無線通信システムの一般的な構成の概要を示すための図である。
【図２】従来技術のシステム間ハンドオーバーの方法の一例を示すための図である。
【図３】本発明のシステム間ハンドオーバーの方法の一例を示すための図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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